
 

 

「ちばがんなび」Ｑ＆Ａの掲載について 

 

１．経緯・経過 

平成２８年度千葉県がん対策審議会情報提供部会において、がんに関する疑問や、療養

上の悩みに関する情報をより利用しやすくするために、現在県ホームページにある｢健康

Ｑ＆Ａ（がん）」を修正の上「ちばがんなび」において掲載することとなった。 

現在、「健康Ｑ＆Ａ（がん）」には、小児がんに特化したＱ＆Ａはなく、今回を機に、小

児がんのＱ＆Ａを「ちばがんなび」に掲載したい。 

 平成 28 年度第 2 回小児がん対策部会では、①国立がん研究センター小児がん情報サー

ビスに掲載されているＱ＆Ａにリンクを張る、②千葉県の情報として、新規のＱ＆Ａを作

成していくことで、小児がんの情報提供体制の充実を図っていく方向性となった。 

 

 

２．小児がんクエスチョンの確認（別紙１） 

 

３．アンサー作成の担当委員の決定（別紙２） 

 

 

４．今後のスケジュール（予定） 

平成２９年７月 ７日  第 1 回小児がん対策部会でクエスチョンの決定 

アンサー作成の担当委員の決定 

      ９月２９日  担当委員からアンサーの提出 

（別紙３：アンサー提出シート（案）） 

             事務局でとりまとめのうえ、各委員にメールで照会の後がん 

なびへ掲載 

＊アンサーは、必要に応じ部会長・各委員と調整 

＊掲載時期は検討・修正状況によるため未定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料３ 



 
スマートフォンの方はこちら 

 

URL：http://wwwp.pref.chiba.lg.jp/pbgnv/ 
検索サイトで「ちばがんなび」で検索 

  

「千葉県がん情報 ちばがんなび」は、がんに関する知識、医療機関や納得の

いく治療を選択するための情報、悩みを相談できる窓口、医療費・生活費に対す

る支援制度等をわかりやすく紹介しています。 

ぜひ、ご活用ください。 

【お問い合わせ先】 

千葉県健康づくり支援課がん対策班  Tel：043-223-2402,2686 

千葉県地域統括相談支援センター（千葉県がんセンター内） Tel：043-264-5431（内線 2530） 



ちばがんなび Q&A について 小児がんクエスチョン（案） 

○がんを治療する 

１．千葉県内で小児がんを治療できる病院と病院ごとの対応疾患・・・事務局 
２．治療費用・公費はどのようになっているか・・・事務局 
３．小児の化学療法は成人と同じなのか・・・委員 
４．治療中はどのようなものを食べさせればよいか・・・委員 
 

○がんについて相談する 

５．各疾患についての症状・診断・治療 
→国立がん研究センター小児がん情報サービスに掲載されている・・・国がんのリンクを張る 

６．治療中は一度も退院はできないのか・・・委員 
７．小児にもがん相談支援センターのようなものはあるか・・・事務局 
８．医師の説明が専門用語ばかりだが、専門用語を調べる方法はあるか・・・事務局 
９．一時退院したが、人混みへは行かないようにしたほうがよいか、旅行等には行けるか・・・委員 
１０．治療が終わってからは普通の生活ができるか、気をつけることは何か・・・委員 
１１．将来子どもを生むことはできるか、また作れるか・・・委員 
１２．治療が終わった後も通院が必要か・・・委員 
１３．治療終了後も身体にも影響が残るのか・・・委員 
１４．長期フォローアップとはなにか・・・委員 

 

○仲間を探す 

１５．同じような治療をしている人に話を聞きたい・・・委員 
 

○生活を支える情報 

１６．入院中、親は一緒に泊まるのか、またどのように生活するのか・・・委員 
１７．小中学校の義務教育では学校はどうなるのか・・・事務局 
１８．私立小中学校はどうなるのか・・・事務局 
１９．特別支援学校とはどういうものか・・・事務局 
２０．転校が必要な場合はどのような場合か・・・事務局 
２１．高校生への対応はどうなるか・・・事務局 
２２．院内学級の授業数や科目は十分あるのか・・・事務局 
２３．元の学校への復学の時期は選べるのか・・・事務局 
２４．本人に告知した方がよいのか・・・委員 
２５．兄弟へは告知した方がよいのか・・・委員 
２６．本人に告知したとき、親はどのように振る舞えばよいのか・・・委員 
２７．子どもからの質問にどう答えてよいのか・・・委員 
２８．治療する病院から自宅は離れており、家族等が宿泊する施設はあるのか・・・事務局 
 

別紙１ 



 

アンサー作成担当者 

質問 担当者 

○がんを治療する 

３．小児の化学療法は成人と同じなのか  
４．治療中はどのようなものを食べさせればよいか  
○がんについて相談する 

６．治療中は一度も退院はできないのか  
９．一時退院したが、人混みへは行かないようにしたほうがよいか、旅行等に 

は行けるか 
 

１０．治療が終わってからは普通の生活ができるか、気をつけることは何か  
１１．将来子どもを生むことはできるか、また作れるか  
１２．治療が終わった後も通院が必要か  
１３．治療終了後も身体にも影響が残るのか  
１４．長期フォローアップとはなにか  
○仲間を探す 

１５．同じような治療をしている人に話を聞きたい  
○生活を支える情報 

１６．入院中、親は一緒に泊まるのか、またどのように生活するのか  
２４．本人に告知した方がよいのか  
２５．兄弟へは告知した方がよいのか  
２６．本人に告知したとき、親はどのように振る舞えばよいのか  
２７．子どもからの質問にどう答えてよいのか  

別紙２ 



事 務 連 絡 

平 成 ２ ９ 年  月  日 

 

 千 葉 県 が ん 対 策 審 議 会 

小 児 が ん 対 策 部 会 委 員 各位 

 

千 葉 県 健 康 福 祉 部 

健 康 づ く り 支 援 課 が ん 対 策 班 

 

 

千葉県がん情報「ちばがんなび」新規Ｑ＆Ａの作成について（依頼） 

 

 本県のがん対策の推進につきましては、日頃格別の御高配を賜り厚くお礼申しあげます。 

 さて、過日開催しました小児がん対策部会で御検討いただきました標記の件につきましては、 

下記スケジュールで作成作業を進めたいと考えております。 

 つきましては、ご多忙のところ誠に恐縮ですが、下記スケジュールの③担当委員により回答(案)の作

成について、別紙により、平成２９年９月２９日（金）までに、メール又はファクシミリにより御回答くださ

いますようお願いいたします。 

 

記 

 

１．ちばがんなびへ新規に掲載するＱ＆Ａの検討スケジュール 

①掲載すべき質問（よく受ける質問や相談）について各委員にご意見をいただく 

②事務局で、ご意見の整理・集約をし、平成２９年度第１回部会で検討 

  ＊掲載する質問、回答作成者（担当委員）の決定まで 

③担当委員により回答(案)の作成 

 ④事務局でとりまとめのうえ、各委員にメールで照会の後がんなびへ掲載 

＊アンサーは、必要に応じ部会長・各委員と調整 

＊掲載時期は検討・修正状況によるため未定 

 

 

担 当 ： 千葉県健康福祉部健康づくり支援課 

がん対策班   小林 

電 話 ：   043-223-2402 

Ｆ ＡＸ ：   043-225-0322 

Ｅ－ｍａｉｌ ： y.kbysh126@pref.chiba.lg.jp 

 

  

（案) 

別紙３ 



別紙 

 

【回答期限：平成29年9月29日（金）】 

千葉県がん情報「ちばがんなび」Ｑ＆Ａ アンサーシート 

 

                         委員氏名： 

○質問 

  

○上記質問の答えを御記入願います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※文章は「です、ます体」で、Ａ（回答）の文字数は100～400字程度を目安に作成してください。 

 

○質問 

  

○上記質問の答えを御記入願います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※文章は「です、ます体」で、Ａ（回答）の文字数は100～400字程度を目安に作成してください。 

 

 

FAX送付先（送付票不要） FAX 043－225－0322 
          千葉県健康福祉部健康づくり支援課 がん対策班 小林 行 

 

 

 

 


